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連絡先 
☆ナカムラ TEL＆FAX 093-884-9819 
☆北九州市立大学国際・地域交流課 
TEL 093-964-4194 FAX 093-964-4２２１ 
E-mail chiiki@kitakyu-u.ac.jp 

 

 
１２月４日（火） 

１０：００～１２：００ 
テーマ（仮題） 
「子どもの権利と遊びについて」 
 
＊詳細が決まりましたら北九州
市立大学のＨＰ（地域貢献のペ
ージ）にＵＰしますので、ぜひ
ご覧ください。 

 
http://www.kitakyu-u.a
c.jp/research/index.ht
ml 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

『 コラボラキャンパスネットワーク 』 とは？…2006 年 1月から北九州市立大学で、「北九州市立大学」、「乳幼児子育てネットワーク・

ひまわり」、「ＮＰＯ法人北九州子育ち・親育ちエンパワメントセンターＢｅｅ」、「高齢社会をよくする北九州女性の会」、「ＮＰＯ法人ＧＧＰジェン

ダー・地球市民企画」の５団体が取り組む、多世代交流・地域づくりに関する協働事業をコーディネートするネットワーク団体です。普段接す

ることの少ない学生と地域の方々が北九州市立大学キャンパスを拠点に交流できる活動やイベントを展開中です。 

 

ＴＯＰＩＣ 連携協定調印式を行いました 

こどもの社会力 大人の社会力 
～つながる、そして、排除しない／されない社会 

講師：青木 康二さん 社会福祉法人グリーンコープ抱樸館福岡館長 
 

 

 

 

 

 

◆２００６年４月から毎年１

回、関係の４ＮＰＯと大学で続

けている調印式。コラボラキャ

ンパスネットワーク活動の骨

格を確認しあい、コラボラの最

近の様子や、大学の動向につい

ても、意見交換しあえる大事な

機会です。春休みだったので、

メンバーの子どもたちも同行

して写真にもいい笑顔！で映

っています。これこそ、コラボ

ラですね！ 

 

わたしたちは「安心したつながりのなかにいるのか」という問題

意識でこの講演会を企画しました。コラボラキャンパスネットワー

クのメンバーも、「つながり」についてそれぞれの世代で興味深い

発表をさせていただきました。青木さんのお話から、バブル崩壊後、

非正規雇用が増え、９８年から自殺者が３万人を超え、それが２０

１１年まで続いていること、自己責任論を背景に、支援が必要なの

に、そこにつながっていない人が多いことがわかりました。 

ホームレスの方は知的障害や、精神疾患など障害をお持ちの方の

割合や離婚経験のある方の割合も高いそうです。「たとえば、家族

のような閉じられた空間も大事だけど、それが『排除』と対になる

こともあります」と青木さんは言われました。抱樸館福岡の実践を

通して「応援してくれる人が多いと、人間、力を発揮するんだろう

な」と感じておられるそうです。自立して抱樸館を出られた人も含

めて、来てほしい…という願いをこめて、毎週金曜の“カフェさん

ぽみち”をしているとのこと。「そこに来たら誰かに会える」とい

うように（ハロハロカフェといっしょです！）。「安心したつなが

り」が閉じていないか、その「つながり」が「出会い」の機会を産

んでいるか、「つながり」が「誰か」の孤立を予防する力になって

いるか、いつも問い直していきたい！と感じる時間でした。 

 

◆参加者の感想より（抜粋） 

＊実際に現場で活動されている青木さんならでは
の「真実」「真剣」なお話が聴けて大変良かっ
たです。 

＊多くの方々の命をつないでいる活動を応援した
いです。 

＊社会力を安心して発揮するには、ホームという
支えがとても大切なのだなと感じました。私は
今、子育て中です。娘が社会でも安心して、人
や地域に関われるように支えになってあげたい
です。 

＊苦しい時に「苦しい」と言える、SOS を出して
「助けてください」と助けを求める状態が大切
ということが印象的でした。 

＊「つながる」事の大切さを改めて感じました。
  

 

速報！ 
コラボラ講演会のおしらせ 

日時：６月２７日（水）１０：３０～１２：２０  会場：北九州市立大学本館４階 C４０２教室 

 

コラボラ 
講演会報告 



編集後記    
★秋らしくなってきましたね。観月会が楽しみです！ 
ぜひみなさんもお越しください！きれいなお月様が 
見えるといいですね。 編集人Ｍ 

 

コラボラキャンパスネットワーク親子ふれあいルーム実行委員会 
 
◆Ｈ２４年９月～Ｈ２５年３月（予定）の間、小倉
南生涯学習センター耐震工事のため、旧障害者スポ
ーツセンター（小倉南区春ヶ丘１０－５南区役所近
く）に引越しました。少し広くなって明るい室内に
なりました。 

◆小倉南区長さんも 
遊びにいらして乳幼 
児親子の利用者のみ 
なさんと楽しく歓談 
されていました。 
北九州市立大学の 

学生さんも、一度遊び 
に来てみませんか♪ 

 

フシギ！サイエンスカフェ 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆8 月 22 日（水）のミニプレーパークにて、第
3 回「フシギ！サイエンスカフェ」を開催しまし
た。サイエンス要素を取り入れた様々なコーナー
を設け、子どもたちに楽しんでもらいました。「コ
ップでミュージック」というコーナーでは、水を
入れたガラスのコップをスプーンで叩いて音を奏
でました。子どもたちが夢中になって楽しんでい
る姿がとても印象的でした。 
開催前は子どもたちが楽しんでくれるのかとて

も不安でしたが、子どもたちの笑顔や夢中になっ
て遊んでいる姿を見ることができて、とても嬉し
かったです。子どもたちと一緒に楽しい時間を過
ごし、私たちも良い思い出をつくることができま
した。 廣渡ゼミ 3 年 中野敏江 

 

 

 
◆観月会（お月見会）4号館前芝生広場にて  

10 月 26 日（金）18 時～20 時 
(雨天時は４号館１階教室にて。荒天時は中止） 
 
*手作りのお団子や秋の味覚を味わいながら、
お月様を見て楽しみましょう！ 
*天体観測、学生さんや市民の皆さんの楽器演
奏や歌、コント etc…今年はどんなパフォーマ
ンス披露があるかな？出演者募集中です。当日
飛び入りも大歓迎！ 
 

 

 

 

 

 

 
 
◆菜園だより 10月 10日(水） 
＊秋冬野菜の種まき人参・大根・春菊・ブロッ
コリーなど）。収穫は、「新年のつどい」にて。
寒さに負けずに育つといいね。 
＊水やり他、ボランティア募集中！ 
問合せ先：高齢社会をよくする北九州女性の会事務局 

電話 093-583-7604  携帯 090-1342-2094 

 
◆７月２５日（水）に夏休み恒例となった『そ
うめん流し』を開催致しました。参加者はなん
と学生さんも含めて１２１人！初めて『そうめ
ん流し』を体験したという参加者のママもい
て、ａｓｏｂｉ研究所の皆さんに立派な竹の
「そうめん流しセット」を用意して頂いたおか
げで、本格的なそうめん流しが気軽に体験出来
ました。 
トマト入りの氷柱も大人気！氷の中のトマ

トを食べたいと、冷た～いと言いながら、冷た
さを我慢してほじほじ。氷からとれた時の満足
そうな子ども達の顔は、とてもかわいかったで
す。また、いつもなら間が持たないという小学
生は、ちょっとした間に学生さんと思いっきり
身体を動かして遊んで、楽しそう。それを見て
いるママも嬉しそうでした。こんな風に自然に
多世代でふれあえるいい機会だなあと改めて
思いました。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

小倉南区親子ふれあいルーム・さざん 

高齢社会ををよくする北九州女性の会 

北九州市立大学 地域創生学群 ＮＰＯ法人北九州子育ち・親育ち 
エンパワメントセンター・Ｂee 
 

＊毎年大好評の「お月見団子セ
ット」200 円 限定 100 セ
ット／「芋の子汁」100 円
ありますよ。（予約受付け中） 

＊参加は無料  
どなたでも参加できます。 

＊駐車場がありませんので、公
共交通機関をご利用くださ
い。 

 


